
送信側

受信側

（当該技術の解像度）／
（従来技術の解像度）

性能評価（値が大きい方が高性能）

伝送遅延時間

【従来技術参考値】
伝送遅延時間

（当該技術の遅延時間）／
（従来技術の遅延時間）

性能評価（値が小さい方が高性能）

施工時間
（３０ｍ３当たり施工時間）

【従来技術参考値】
施工時間（３０ｍ３当たり施工時間）

（当該技術の一定規模当たり施工
時間）／（従来技術の一定規模当
たり施工時間）

性能評価（値が小さい方が高性能）

設置時間

【従来技術参考値】
設置時間

調整時間

【従来技術参考値】
調整時間

解体時間

【従来技術参考値】
解体時間

機器単価

設置費用

撤去費用

調整費用

遠隔操縦における作業効率向上に資する技術（無線通信技術）　技術比較表   　　　　　　　　　　　令和２（２０２０）年３月作成 別紙―２

１時間程度

機器設置

研究開発段階の技術であるため、機器費用について社内調整中。経済性

参
考
値

機器費用

機器の設置・
解体時間

機器解体

技術名 適応遠隔制御技術（仮）

・本技術は、通信の実行伝送量を予測し、伝送量に見合う安定した
映像と制御が可能な技術である。
・本技術の活用により、操作コマンドの到達遅延や映像配信の遅
延を予測し、操作の行き過ぎの発生を抑制するとともに安定した映
像を伝送することができる。

開発者 日本電気株式会社

NETIS番号 NETIS未登録

技術概要

総合所見
遠隔操縦の映像の解像度、映像の安定性、作業効率性は、
従来技術より優れ、遠隔操縦における作業効率向上に資す
る技術と考えられる。

映像の安定性
【A-2】

性
能
評
価
項
目

作業効率性
【A-3】

一定規模当たり
施工時間

映像の解像度

１９２０×１０８０　

２５分３３秒

３２８ｍｓ

映像の解像度
【A-1】

７５０×７００

伝送遅延時間

【従来技術参考値】
解像度

０．９２

２５分３３秒／６０分

６４０×４８０

３５８ｍｓ

１時間４０分程度

４５分程度

２５分程度

送信側　１９２０×１０８０／６４０×４８０
受信側　７５０×７００　　／６４０×４８０

送信側　６．７５　　受信側　１．７１

３２８ｍｓ／３５８ｍｓ

２時間程度

１時間程度

０．４３

６０分

必要な機器、装置、操作・映像の無線の周波数
車載カメラ×1台、映像送受信用PC×2台、無線装置×1セット
コマンド送受信用PC×2台、モニタ×1台、2.4GHz帯無線LAN

必要な能力、資格 資格は不要

対象施設（対象とする作業） 遠隔操縦を必要とする作業


